
　

訓
練
は
、「
午
前
10
時
00
分
、
青

森
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
2
の
地
震
が
発

生
し
た
。
つ
が
る
市
で
は
震
度
6

強
を
観
測
し
、
市
内
各
地
で
建
物

の
崩
壊
や
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
つ
が
る
柏
で
は
大
規
模
な
火
災

が
発
生
し
、
大
勢
の
買
い
物
客
が

店
内
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
」
―

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
が
会
場
に
流
れ

る
と
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏

店
内
か
ら
約
1
3
0
人
の
市
民
が

誘
導
に
従
い
、
一
時
避
難
所
と
し

て
設
置
さ
れ
た
バ
ル
ー
ン
シ
ェ
ル

タ
ー
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

市
と
消
防
本
部
が
、
現
地
災
害

対
策
本
部
及
び
現
場
指
揮
本
部
を

設
置
す
る
と
、
救
助
隊
が
地
震
に

よ
る
火
災
で
店
内
に
取
り
残
さ
れ

た
要
救
助
者
を
次
々
に
救
出
し
、

負
傷
者
を
応
急
救
護
所
へ
搬
送
。

応
急
救
護
所
で
は
、
保
健
師
が
応

急
手
当
を
行
う
と
と
も
に
、
重
傷

度
や
緊
急
度
に
応
じ
て
優
先
順
位

を
決
定
し
、
救
急
車
や
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓

練
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、柏
地
区
消
防
団
、消
防
署
、自

衛
隊
ら
が
連
携
し
、
消
火
作
業
を

行
い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
実
践
的

な
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
時
避
難
所
で
は
、
つ
が
る
市

店内に取り残された要救助者を
助け出す消防隊員

多くの市民が見守る中行われた救出訓練

誘導に従い店内から避難する参加者 避難所受け入れ訓練

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い

　

災
害
に
備
え
、
市
総
合
防
災
訓
練　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
を
前
に
、
3
月
3
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
平
成
23
年
度
つ
が

る
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
自
衛
隊
、
警
察
署
、
消
防
署
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
赤
十
字

奉
仕
団
、
自
治
会
な
ど
約
4
5
0
人
が
参
加
し
、
災
害
時
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
も
の
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
搬
送
訓
練
や
消
火
活
動
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
本
番
さ
な
が
ら
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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赤
十
字
奉
仕
団
と
航
空
自
衛
隊
車

力
分
屯
基
地
隊
員
が
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
3
0
0
食
の
炊
き
出
し
を
行

い
、
避
難
者
へ
提
供
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
河
川
や
湖
沼
の
水
か
ら

1
日
に
約
1
万
㍑
の
飲
料
水
を
造

水
す
る
こ
と
が
で
き
る
造
水
機
に

よ
る
応
急
給
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
活

動
者
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を

調
整
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
付
訓
練
を
行
う
な
ど
各

種
訓
練
を
通
し
て
、
防
災
体

制
の
強
化
と
地
域
住
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。

　

閉
会
式
で
は
福
島
弘
芳
災

害
対
策
本
部
長
か
ら
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
1
年
を
迎
え

る
こ
の
時
期
の
実
践
的
な
訓

練
は
、
防
災
意
識
の
向
上
に

大
変
有
意
義
で
し
た
。
災
害

に
備
え
訓
練
を
通
じ
、
関
係

機
関
と
さ
ら
な
る
連
携
を
強

化
し
防
災
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
〝
地
域
は
地
域
で

守
る
〞
堅
い
結
束
力
を
持
つ
自
主

防
災
組
織
の
充
実
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経

過
。
私
た
ち
は
震
災
の
教
訓
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
一
人
一
人

が
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
を

万
全
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

放置車両を移動させ緊急交通路を確保

閉会式で防災に対する決意を新たにする参加者

自衛隊員による炊き出し 避難所のバルーンシェルター前で訓練を見守る参加者

赤十字奉仕団による炊き出し ドクターヘリによる負傷者搬送の訓練

火災発生を想定した放水訓練

講評を述べる福島本部長

応急救護所から負傷者を搬送 ボランティア受付訓練
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